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　前回は人材の採用についてでしたが、今回は
職場の活性化についてお話しさせていただきま
す。
　持論ですが、利用者が「自分らしい生活ができ
る」と語れるようにするためには、同時にそこで
働く職員もお互いを認め合い自分らしく仕事で
きる環境でなくてはならないと思っています。
　そのためには職員全体及びチームで、話し合
う機会または研修を増やすことが大切です。こ
うした機会の積み重ねによって、お互いの業務
や考え方を理解するようになり、チームワーク
が強化されて意見を言いやすい職場風土が培わ
れていくのです。
　前回ご紹介した「持ち味カード」を、チームワ
ーク強化のツールとして活用する例をお話しさ
せていただきます。
　ある介護事業所でこの「持ち味カード」を利用
するようになってから、「普段は遠慮や照れなど
で伝えることができなかった感謝の言葉を、面
と向かって率直に伝えられるようになった」と
いう声があがったそうです。個人レベルの変化
が職員全体に広がることで、チームワークが強
化され、職場の環境が格段に良くなったと言い
ます。

　この「持ち
味カード」は
大きく分けて
①キャリア②
ジョブ③マネ
ージメント─
の３分類７項
目、計70枚の
カードで構成
さ れ て い ま
す。
　チームワー
ク強化で活用
した研修内容

は次の通りです。（構成メンバーは４人〜５人）
　70枚のカードを見ながら自
分にあてはまると思う持ち味を

ち味」を５枚選び、その理由やエピソードを書き
出します。例えば「05慎重さ」のカードを選ん
だエピソードとして「よく親や友人から石橋を
叩いて渡るくらいに慎重だと言われていた」な
ど、メンバーが聞いてわかるように具体的に説
明できると良いでしょう。

ＹＥＳ・ＮＯの２つに分けていきます。分ける際
に、例えば「01素直さ」のカードを選ぶとしたら

「これは自信がある」「誰にも負けない」など、日

　メンバーからのフィードバックを聞くこと
で、「そのように受け取られているのか」など自
分自身について客観視でき、意見交換によって
お互いを認め合うことで、チームの成長や強化
を促すことができます。

　これからの時代は、差別化・特色を生かし変
化に対応できる法人・事業所が生き残ると思い
ます。オープンで風通しのいい環境の中、お互
いを認め合いながらも意見を言える職員が増
え、指示されるのではなく自分たちで話し合っ
て考えることが業績アップにつながるのではな
いでしょうか。
　利用者・ご家族から「スタッフ同士の雰囲気
が明るくなった」と外部の方に評価されること
で、職員はより前向きに頑張ってくれるように
なると思います。
　職員の意識が変化するにつれ、業務改善も進
み、利用者サービスの向上につながっていきま
す。
　どんな事業においても、利用者も職員も「自分
らしい豊かな暮らしを送れるように」という理
念を大切に、お互いに認め合う姿勢を心がけま
しょう。
  「持ち味カード」を利用した今回の「チームワ
ーク強化」のプレゼン資料については弊社事務
所のホームページhttp://www.sr-terrace.com/
からダウンロードできます。

頃から意識して
行 動 し て い る
こと、また過去
に他人から褒め
られた経験があ
ることなどを基
準にします。じ
っくり考えず選
ぶことがポイン
ト。あくまで持
ち味ですので、
他人と比較せず
に判断しましょ
う。

　ＹＥＳと選んだカードの中か
ら、さらに自分らしいと思う「持

　選んだ持ち味をエピソードと
共に参加メンバーに伝えます。

そしてメンバーから感想・アドバイスなどのフ
ィードバックを受けます。自他共に認める持ち

味もあるでしょう
し、自分が考えて
いたのと異なる持
ち味を指摘される
こともあります。
新たな自分に気づ
くチャンスになる
かもしれません。
時間があればメン
バーにより詳しく
質問するなどお互
いに認め合い、理
解を深めることを
おすすめします。

§9  職場活性化(チームワーク強化・職場風土改善)
職員同士認め合う関係づくりが

サービス向上につながる

「持ち味カード」を使った
チームワークの強化方法
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